
16広報たわらもと 2015.4広報たわらもと 2015.4

情報ホットラインワイド版 町民の皆さんにお知らせしたい情報をドンと
拡大して掲載しています。

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は

届
き
ま
し
た
か
？

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
3

月
下
旬
に
、
4
月
以
降
の
被
保
険
者
証
を

郵
送
し
ま
し
た
。（
納
付
相
談
者
を
除
く
）

　

1
人
に
1
枚
の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

加
入
者
分
の
被
保
険
者
証
が
あ
る
か
を
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

不
在
で
受
け
取
れ
な
か
っ
た
人
は
…

　

住
民
保
険
課
で
被
保
険
者
証
を
保
管
し

て
い
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
持
っ
て
受

け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の　

更
新
前
の
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
本
人

確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

国
保
か
ら
被
用
者
保
険
（
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
）
に
変
わ
っ
た
場
合
は
…

　

4
月
は
異
動
の
多
い
月
で
す
。
国
保
に

加
入
し
て
い
た
人
が
、
就
職
な
ど
で
被
用

者
保
険
に
入
っ
た
と
き
は
、
必
ず
住
民
保

険
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を

し
な
い
と
、
国
保
税
が
か
か
り
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
証
※
、
国
保

の
被
保
険
者
証
※
、
印
鑑

※
被
用
者
保
険
に
切
り
替
わ
っ
た
人
全
員

の
分

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク

や
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
被
保
険
者
の
生
活
習
慣
病
な

ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の
医

学
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
、
健
康
状
態

を
継
続
的
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
健
康

を
保
持
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

受
診
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
受
診
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。

　

ド
ッ
ク
受
診
後
に
助
成
の
申
請
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

人
間
ド
ッ
ク

❶
〜
❻
の
要
件
を
満
た
す
人

脳
ド
ッ
ク

❶
〜
❸
の
要
件
を
満
た
す
人

❶
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

（
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の
前
日

ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
）

❷
申
請
日
時
点
で
、
過
去
1
年
間
引
き
続

き
被
保
険
者
の
資
格
が
あ
る
こ
と

❸
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら
せ

皆
さ
ん
が
健
康
で
過
ご
せ
る
よ
う
に

住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係
☎
34
・
2
0
9
7

帯
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

❹
受
診
す
る
年
度
に
特
定
健
康
診
査
を
受

診
し
て
い
な
い
こ
と

❺
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
特
定
健
康

診
査
・
保
健
指
導
に
利
用
す
る
こ
と
に

同
意
し
、
提
出
す
る
こ
と

❻
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
場
合

は
、
当
該
指
導
を
受
け
る
こ
と

助
成
額
（
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
1
回
の
み
）

種 

別

助 

成 

額

人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
の
7
割
の
額

（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

上
限
…
2
万
円

脳
ド
ッ
ク

受
診
料
の
7
割
の
額

（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

上
限
…
2
万
1
0
0
0
円

※
オ
プ
シ
ョ
ン
で
検
査
し
た
項
目
は
、
助

成
の
対
象
外
で
す
。

申
請
方
法

　

住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係
へ
助

成
金
交
付
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

被
保
険
者
証
、
印
鑑

新しい国民健康保険被保険者証。有効期限は、
平成 27 年 4月 1日～平成 28 年 3月 31 日です。
※ 75 歳になる人は、75 歳の誕生日の前日まで
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☎ 0744-32-2901
町役場の代表電話番号 税など 暮らし・環境 保険・年金 健康・福祉 子育て・教育

まちづくり 催し・講座 就職・募集 選挙 お知らせ

国保税の支払方法を確かめてみましょう

下記の下記の❶❶～～❸❸のすべてに該当しますか？のすべてに該当しますか？
❶❶国保の世帯主が国保の被保険者である。国保の世帯主が国保の被保険者である。
❷❷世帯内の国保の被保険者全員が、65～ 74歳である。世帯内の国保の被保険者全員が、65～ 74歳である。
❸❸特別徴収の対象となる年金の年額が 18万円以上であり、国特別徴収の対象となる年金の年額が 18万円以上であり、国
保税が介護保険料と合わせて、年金額の 2分の 1を超えない。保税が介護保険料と合わせて、年金額の 2分の 1を超えない。

現在、年金から国保税が天引きされていますか？

は　いは　い いいえいいえ

は　いは　い いいえいいえ は　いは　い いいえいいえ
1 へ 2 へ 3 へ 4 へ

3 10 月から、年金
から天引きとな
ります。
（特別徴収）

納期
平成 26年 平成 27年 平成 28年
12月
（6期）

1月
（7期）

2月
（8期）

7月
（1期）

8月
（2期）

9月
（3期）

10月 12月 2月

支払
方法

平成 26年度
普通徴収

平成 27年度
普通徴収

平成 27年度
特別徴収（本徴収）

4 引き続き、納付
書による振り込
みまたは口座振
替となります。
（普通徴収）

納期
平成 26年 平成 27年 平成 28年
12月
（6期）

1月
（7期）

2月
（8期）

7月
（1期）

8月
（2期）

9月
（3期）

10月
（4期）

11月
（5期）

12月
（6期）

1月
（7期）

2月
（8期）

支払
方法

平成 26年度
普通徴収

平成 27年度
普通徴収

2 7 月から、納付
書による振り込
みまたは口座振
替となります。
（普通徴収）

納期
平成 26年 平成 27年 平成 28年

10月 12月 2月
7月
（1期）

8月
（2期）

9月
（3期）

10月
（4期）

11月
（5期）

12月
（6期）

1月
（7期）

2月
（8期）

支払
方法

平成 26年度
特別徴収

平成 27年度
普通徴収

1 引き続き、年金
から天引きとな
ります。
（特別徴収）

納期
平成 26年 平成 27年 平成 28年

10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月
支払
方法

平成 26年度
特別徴収

平成 27年度
特別徴収（仮徴収）

平成 27年度
特別徴収（本徴収）

平成 27 年 2 月と同じ
金額を天引きします。

平成 26 年度まで特別徴収で、平成 27
年度中に世帯主が 75歳に到達する世帯

　国保税の支払方法は、特別徴収（年金から国
保税を差し引いて納める）と普通徴収（納付書
による振り込み、または口座振替）の 2通り
があります。条件によって、支払方法が異なり
ますので、ご確認ください。
　特別徴収の対象となる人で、口座振替での納
付を希望する人は住民保険課へお問い合わせく
ださい。特別徴収を納付書による振り込みで納
めることはできません。
　平成 27 年度の国保税の額は、7月上旬に納
税通知書で通知します。

　電話での通報が困難な人が、病気やケガなどで 119 番通
報が必要なときにＦＡＸで通報ができるよう登録を行います。
対象　町内在住で障害者手帳（聴覚または音声・言語機能障

害）を持っている人

登録
磯城消防署から「申込を受け付けた」ＦＡＸ
が届く。

緊急
通報

聴覚障害者緊急通報用紙に記入し、磯城消防
署へＦＡＸする。

受付
磯城消防署から「受信確認と緊急自動車が出
動した旨」のＦＡＸが届く。

登録
申込

健康福祉課と磯城消防署にある登録申込書に
記入し、磯城消防署へＦＡＸまたは郵送する。

聴覚または音声・言語機能に障がいのある人へ

ＦＡＸで消防署へ緊急通報を
するための事前登録

健康福祉課障害福祉係 FAX 32-2977 ／☎ 34-2090

申込から利用までの流れ
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